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〇
消
防
団
予
算
会 

二
月
一
日
（
土
）
午
後
七
時
～ 

西
山
区
民
会
館 

自
治
区
か
ら
一
世
帯
千
三
百
円
を
お
支
払
い
し
て

い
る
助
成
金
を
ど
の
様
に
活
用
し
て
い
る
か
と
い
う

報
告
で
、
消
防
団
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年
度
「
防
災
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
、
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
に
「
消
火
栓
」
の
設
置
場
所
が
示
さ
れ
て
お
り
、

道
路
上
の
消
火
栓
マ
ン
ホ
ー
ル
の
近
く
に
は
「
ホ
ー

ス
格
納
箱
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

こ
れ
は
、
自
治
区
が
設
置
し
、
消
防
団
に
管
理
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
か
な
り
年
数
が
立
っ
て
い

る
の
も
あ
り
、
ド
ア
や
支
柱
の
腐
食
も
あ
る
た
め
、

今
後
は
調
査
し
順
次
交
換
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し

た
。 ま

た
、
団
員
は
現
在
、
十
四
名
の
方
が
お
見
え
で

す
が
、
地
元
の
方
が
少
な
く
、
団
長
や
部
長
等
、
幹

部
の
方
の
勤
務
先
で
勧
誘
し
た
方
々
が
多
い
と
の
こ

と
。
是
非
、
地
元
の
方
の
入
団
を
求
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
入
団
資
格
は
、
満
十
八
歳
以
上
、
健
康
な
方
な

ら
性
別
問
わ
ず
入
団
で
き
ま
す
。 

文責：藤本修身 

詳
し
く
は
市
消
防
本
部
総
務
課
（
電
話
三
五―

九

七
一
七
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

〇
中
山
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
予
算
説
明
会 

二
月
八
日(

土)

午
前
十
時
～ 

藤
岡
南
交
流
館 

こ
ち
ら
も
区
か
ら
一
世
帯
百
円
を
お
支
払
い
し
て

い
る
助
成
金
の
活
用
報
告
会
で
す
。 

今
ま
で
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
活
動
と
し
て
助
成
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
解
散
に
伴
い
「
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
」

と
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
お

願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
「
Ｃ
」
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
「
Ｃ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
校
か
ら
の
依
頼
を

受
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
そ
の
方
々
の
費
用
弁

償
等
を
支
払
っ
て
い
く
の
が
主
な
決
算
、
予
算
と
い

う
こ
と
で
し
た
。 

〇
第
二
回 

学
校
運
営
協
議
会
・ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
連
絡
会
議 

二
月
十
日(

月)

午
前
九
時
四
十
分
～
中
山
小
学
校 

こ
れ
は
藤
岡
南
地
区
の
学 

校
教
育
に
つ
い
て
、
地
域
ぐ 

る
み
の
教
育
に
向
け
た
取
り 

組
み
の
充
実
を
図
る
目
的
で
、 

学
校
運
営
等
に
関
し
必
要
な 

こ
と
を
学
校
と
地
域
が
一
緒 

に
話
し
合
う
場
と
し
て
設
け 

ら
れ
た
会
議
の
こ
と
で
す
。 

現
在
の
各
学
校
に
お
け
る 

 

運
営
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。 

〇
藤
営
子
ど
も
会
総
会 

二
月
十
六
日(

日)

午
前
九
時
～ 

藤
営
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ル
集
会
室 

藤
岡
南
地
区
の
中
に
は
、
子
ど
も
会
が
既
に
無
く

な
っ
た
自
治
区
も
あ
り
ま
す
が
、
当
自
治
区
「
子
ど

も
会
」
は
活
発
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
上
、
中
、
下
の
そ 

れ
ぞ
れ
単
位
子
ど
も
会
と 

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、 

や
は
り
子
ど
も
が
少
な
く 

な
っ
て
い
る
現
状
で
、
来 

年
度
か
ら
は
、
ひ
と
つ
に 

ま
と
め
た
形
で
活
動
さ
れ 

る
よ
う
で
す
。 

〇
地
域
を
探
訪
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

二
月
二
十
二
日(

土)

午
前
九
時
～ 

深
見
自
治
区 

こ
れ
は
藤
岡
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議

が
主
催
と
な
り
各
自
治
区
の
名
所
を
歩
い
て
探
そ

う
と
い
う
企
画
で
、
数
年
前
に
開
催
さ
れ
好
評
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
再
開
し
た
も
の
で
す
。 

今
回
は
、
深
見
自
治
区
を
訪
れ
深
見
公
民
館
か

ら
、
は
じ
め
に
八
十
八
か
所
「
弘
法
大
使
尊
像
」

が
祭
ら
れ
る
霊
場
「
弘
法
山
」
を
散
策
。
そ
れ
ぞ

れ
の
像
に
は
、
番
号
札
と
世
話
人
の
名
前
が
刻
ま 

 

回 覧 

区
長
だ
よ
り 

 

令和７年２月吉日 

 

 

⇑ 総会出席の役員さんたち 

教
室
で
子
ど
も
た
ち 

⇓  

の
机
を
使
っ
て
会
議 

 



 

れ
、
縁
日
に
接
待
さ
れ
て
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

次
に
「
磯
崎
神
社
」
を
訪
れ
、
「
農
村
舞
台
」

の
活
用
に
つ
い
て
歌
舞
伎
な
ど
活
発
に
活
動
さ
れ

て
い
る
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
同
敷
地
内
の
「
薬

師
堂
」
の
中
を
拝
観
。
「
薬
師
瑠
璃
光
如
来
」
像

を
拝
み
、
そ
の
裏
に
祭
ら
れ
る
「
十
二
神
将
（
干

支
）
」
と
「
庚
申
像
」
が
印
象
的
で
し
た
。 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

そ
の
後
は
、
吹
雪
の
中
、
た
め
池
の
「
白
地
釜

池
」
に
行
き
「
公
園
促
進
活
用
事
業
」
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
立
派
な
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
見
学

し
、
深
見
公
民
館
へ
と
帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

と
て
も
見
ど
こ
ろ
あ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。 

〇
豊
田
市
議
会 
一
般
質
問
傍
聴 

二
月
二
十
六
日(

水)
午
前
十
時
～ 

豊
田
市
役
所
南
庁
舎
七
階
議
場 

藤
岡
南
地
区
か
ら
当
選
さ
れ
た
山
田
主
成
議
員

の
一
般
質
問
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

初
め
て
の
議
会
傍
聴
で
、
ど
ん
な
様
子
か
写
真

を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
し
ま
し
た
が
、
議
場

内
は
撮
影
禁
止
と
の
こ
と
。 

 

受
付
で
「
議
会
の
し
お
り
」
と
「
傍
聴
券
」
を

い
た
だ
い
て
議
場
内
に
入
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 

令
和
七
年
三
月
定
例
会
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、

そ
の
前
の
代
表
質
問
・
一
般
質
問
が
二
月
二
十
五

日
（
火
）
か
ら
二
十
八
日
（
金
）
ま
で
行
わ
れ
、

二
日
目
の
一
番
目
に
山
田
議
員
が
質
問
さ
れ
ま
し

た
。
一
つ
目
は
「
人
口
確
保
に
向
け
た
定
住
施

策
」
に
つ
い
て
、 

第
八
次
総
合
計
画
の
取
組
の
状
況
や
転
入
出
、

世
帯
数
、
空
き
家
等
の
推
移
の
現
状
を
踏
ま
え
、

「
今
後
の
定
住
施
策
に
つ
い
て
」
答
弁
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
建
設
部
長
並
び
に
企

画
制
作
部
長
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。 

二
つ
目
は
「
世
界
ラ
リ
ー
選
手
権
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、 

今
年
度
の
開
催
評
価
を
ど
う
捉
え
、
次
年
度
の

改
善
に
結
び
つ
け
、
「
ク
ル
マ
の
ま
ち
豊
田
の
将

来
像
」
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ら
れ
、
生
涯
活
躍

部
長
が
回
答
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
こ
の
様
子
は
、
豊
田
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

 

 

⇑ いろいろな弘法大使尊像 ⇓ 

⇑ 弘法山の散策 

⇑ 田んぼの中をｳｵｰｷﾝｸ  ゙

 磯崎神社本殿と薬師堂(右) 

⇓ 農村舞台と説明の様子 

⇑ 薬師堂内部（如来像） 

十二神将 ⇓ 

⇑ 白地蒲池 東屋 

東屋から見たﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場 ⇓ 

議会傍聴の受付の様子 


